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状のもの (DtBuUBN) よりも 10倍以上も高強度の CDが観測 された。特に、 Ac-LeuO―の蔀加
によって誘起される CDの強度は最も大きかった。1HNMR涵定および密度汎関数理論(OFT)
計節を行うと、 CBUBN のナフチル基と Ac—Let10―0) イソプチル基中のメチル水素間で CH- re
相互作用が生じていることが示唆された。 さらに、 OFT計算からは、ウレア基を介したナフ
チル基どうしが反時計回りの捻れをなす CBUBNが、 D体の Ac-Leuo-と優先的に会合すること
が示唆された。エナンチオマー過剰率 (ee)の異なる Ac-LeuOーを用いて CBUBNの CD測定を
行うと、得られた誘起 CDり釦度と eeの間に直線関係が確認された ことから、 CBUBNがキラ
ルアニオンの ee決定を行うためのステレオダイナ ミックなキラルプロープとしての有用で
あることが明 らかとなった。
第 3章 「2,2'ービアントラセ ン誘導体のアニオン認識挙動と光物性の関係」










H~P04ーを添加 した際には、 DtBuU BAの消光が視認できた。 THF中でのこれらアニオンに対する大き
な会合定数と泊光の視認性より、 DtBullBAが特定のアニオンに対する高い会合能と視謁性を兼ね備
えた蛍光プロープとしてfrJIJてあることが明らかとなった。
第 4章「結言」
第 4章では、本研究で得られた結果と知見を総括した。
